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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

前第２四半期
連結累計期間

第71期
当第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 23,126 26,064 57,174

経常利益 （百万円） 543 1,129 3,555

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 285 690 2,342

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 261 693 2,458

純資産額 （百万円） 19,617 21,282 21,813

総資産額 （百万円） 39,019 43,633 44,225

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 6.71 16.39 55.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.9 48.5 49.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 1,738 80 2,501

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △196 △237 △393

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △305 △1,232 △321

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（百万円） 13,886 13,068 14,462

 

回次
第70期

前第２四半期
連結会計期間

第71期
当第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.64 16.26

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお
りません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものです。

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の持ち直しにより企業業績や雇用環境の改善が続

き、それに伴い個人消費に持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移しました。しかし、米国・欧州

の政治動向による経済への影響や、中国の財政・金融政策の引き締めによる景気減速懸念、東アジア地域における地

政学リスクの高まりなどから、景気の先行きについては不透明な状況で推移しております。

　建設業界におきましては、民間設備投資については企業収益の改善を背景にして持ち直しの動きが見られ、公共建

設投資については、底堅く推移しております。

　このような事業環境の中で、当社グループは、５月９日に公表した中期経営計画2017（2017年度～2019年度）にお

いて、「Next Challenge」をテーマにこの３年間を「我が国のインフラが新設から補修・更新に転換する新たな時代

に向けての成長基盤を構築する期間」として位置づけ、法面工事のトップ企業を目指すとともに、地盤改良工事及び

法面補修工事の受注拡大等を目標とし、その達成に向け、全役職員が一丸となって取り組んでおります。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。

 

① 受注高、売上高

　受注高は、前年同四半期比で増加し、35,073百万円（前年同四半期比2.0％増）となり、売上高は、期初の繰越工

事が前年より増加していたことが寄与し、26,064百万円（前年同四半期比12.7％増）となりました。

② 損益

　売上高が前年同四半期比で増加したことにより、営業利益は1,123百万円（前年同四半期比103.5％増）、経常利益

は1,129百万円（前年同四半期比107.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は690百万円（前年同四半期比

141.9％増）となりました。

 

　当社グループの売上高は、通常の受注形態として第３四半期以降に完成する工事の割合が大きく、業績に季節的変

動があります。

 

（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が43,633百万円となり、前連結会計年度末に比べ592

百万円減少しております。これは主に、未成工事支出金が1,449百万円、その他（未収消費税等）が269百万円増加し

た一方、現金預金が1,394百万円、受取手形・完成工事未収入金等が863百万円減少したことによるものであります。

　負債合計は、22,350百万円となり、前連結会計年度末に比べ61百万円減少しております。これは主に、未成工事受

入金が1,463百万円増加した一方、支払手形・工事未払金等が561百万円、未払法人税等が635百万円、賞与引当金が

154百万円及びその他（未払金）が129百万円減少したことによるものであります。

　純資産合計は21,282百万円となり、前連結会計年度末に比べ530百万円減少しております。これは主に、当第２四

半期連結累計期間が687百万円の純利益となった一方、723百万円の配当を実施したこと及び500百万円の自己株式の

取得によるものであります。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の連結キャッシュ・フローの状況は、営業活動の結果獲得した資金は80百万円（前年同

四半期連結累計期間は1,738百万円の獲得）、投資活動の結果使用した資金は237百万円（前年同四半期連結累計期間

は196百万円の使用）、財務活動の結果使用した資金は1,232百万円（前年同四半期連結累計期間は305百万円の使

用）となった結果、現金及び現金同等物は1,394百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物

の残高は、13,068百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、80百万円となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益（1,044百万円）を計上したことに加え、売上債権の減少（830百万円）、

未成工事受入金の増加（1,463百万円）により資金が増加した一方、未成工事支出金の増加（1,449百万円）、その他

の資産の増加（232百万円）、仕入債務の減少（509百万円）、その他の負債の減少（187百万円）、法人税及び住民

税の支払い（937百万円）により資金が減少したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、237百万円となりました。

これは主に、有形固定資産の取得（59百万円）、無形固定資産の取得（168百万円）により資金が減少したことに

よるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、1,232百万円となりました。

これは主に、自己株式の取得（500百万円）、配当金の支払（721百万円）により資金が減少したことによるもので

あります。

 

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社グループは、中期経営計画2017（2017年度～2019年度）の中で経営理念、経営目標を以下のように掲げ

ております。

 

経営理念

・使命 (Mission)

　安全・安心な国土造りに貢献する会社

・価値観 (Value)

　基礎工事における総合技術力と効率的な経営

・あるべき姿 (Vision)

　信頼される技術力に培われた、環境・防災工事を主力とした基礎工事のエキスパート

 

目標とする経営指標

　「中期経営計画2017（2017年度～2019年度）」の「経営目標」は以下のとおりであります。

　　経営目標

 １）営業面の目標

　 ・法面工事のトップを目指す。（2016年度実績　業界2位）

　 ・地盤改良工事 受注高の60％増加（2016年度比）

　 ・法面補修工事の拡大

　 ・海外工事の強化（2019年度までに完工高10億円を目指す。）

 ２）業績面の目標

　 ・営業利益　30億円以上

　 ・経常利益率　5.0％以上

 ３）財務面の目標

　 ・自己資本比率50％以上確保（2016年度実績49.0％）

　 ・ROE　9.0％以上の確保

　 ・キャッシュ・フロー プラス以上の確保

 ４）株主還元の目標

　 ・配当性向　30％以上かつ総還元性向　50％以上

　　※　総還元性向（配当及び自己株式取得）
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（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、92百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 　 （６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営成績の現状と見直し

建設業界におきましては、民間設備投資については、企業収益の改善を背景に回復基調が続いており、公共建設

投資についても、国土強靭化策による全国の防災・減災対策や社会資本整備の更新が期待されます。しかし、近年の

労務費、資材費の高止まりなどの懸念材料や人材の確保とその育成など様々な課題があります。

このような事業環境の中で、当社グループは、５月９日に公表した中期経営計画2017（2017年度～2019年度）に

おいて、「Next Challenge」をテーマにこの３年間を「我が国のインフラが新設から補修・更新に転換する新たな時

代に向けての成長基盤を構築する期間」として位置づけ、法面工事のトップ企業を目指すとともに、地盤改良工事及

び法面補修工事の受注拡大を図り、さらに昨年３月に設立したインドネシアの子会社 PT NITTOC CONSTRUCTION

INDONESIAにおける海外事業の強化等を目標とし、その達成に向け、全役職員が一丸となって取り組んでまいりま

す。

 

　　（７）経営者の問題認識と今後の方針について

経営者の問題認識と今後の方針については、「（１）業績の状況、（４）事業上及び財務上の対処すべき課題」に

記載のとおりであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　（注）「発行可能株式総数」欄には、平成29年９月30日現在の当社定款に記載されている株式の総数を記載しておりま

　　　　す。

 

②【発行済株式】

種類
　第２四半期会計期間末
　現在発行数（株）

（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

 普通株式 43,919,291 43,919,291
東京証券取引所

（市場第一部）

株主としての

権利内容に制

限のない標準

となる株式で

あり、単元株

式数は100株で

あります。

計 43,919,291 43,919,291 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減（株）

発行済株式
総数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成29年７月１日～

 平成29年９月30日
－ 43,919,291 － 6,052 － 1,753
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エーエヌホールディン

グス
東京都千代田区内幸町１丁目１番７号 17,371 39.55

ケービーエル　ヨーロピアンプ

ライベートバンカーズ　エスエ

イ 107704（常任代理人　株式会

社みずほ銀行決済営業部）　

43　BOULEVARD ROYAL L-2955 LUXEMBOURG

（東京都港区港南２丁目15番１号　品川イ

ンターシティＡ棟）

4,453 10.14

日特建設株式会社 東京都中央区東日本橋３丁目10番６号 2,205 5.02

日特建設社員持株会 東京都中央区東日本橋３丁目10番６号 1,134 2.58

インタートラスト　トラス

ティーズ　ケイマン　リミテッ

ド　アズ　トラスティー　オ

ブ　ジャパン－アップ　ユニッ

ト　トラスト（常任代理人　立

花証券株式会社）

 

190 ELGIN AVENUE,GEORGE TOWN,GRAND

CAYMAN KY1-9005,CAYMAN ISLANDS

（東京都中央区日本橋茅場町１丁目13番14

号）

900 2.05

インタートラスト　トラス

ティーズ（ケイマン）リミテッ

ド　ソールリー　イン　イッ

ツ　キャパシティー　アズ　ト

ラスティー　オブ　ジャパン　

アップ（常任代理人　株式会社

みずほ銀行決済営業部）

190 ELGIN AVENUE,GEORGE TOWN,GRAND

CAYMAN KY1-9005,CAYMAN ISLANDS

（東京都港区港南２丁目15番１号　品川イ

ンターシティＡ棟）

889 2.03

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 827 1.88

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 670 1.53

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 550 1.25

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 500 1.14

計 － 29,505 67.18

（注）１．株式会社ストラテジックキャピタルから、平成29年２月１日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書

に係る変更報告書により、平成29年１月25日現在で以下の株式を所有している旨の報告がありましたが、当

社としては当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況

には含めておりません。なお、その大量保有報告書に係る変更報告書の内容は次のとおりです。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社ストラテジックキャピタ
ル

東京都渋谷区恵比寿西１丁目３番10号 2,199 5.01

計 ― 2,199 5.01
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２．ハーリー　シキャブ（HALLEY SICAV)から、平成29年３月10日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報

告書に係る変更報告書により、平成28年６月11日現在で以下の株式を所有している旨の報告がありました

が、当社としては当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株

主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書に係る変更報告書の内容は次のとおりです。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

ハーリー　シキャブ
（HALLEY SICAV)

ルクセンブルグ、ジャン・モネ　Ｌ－2180 4,245 9.67

計 ― 4,245 9.67
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

2,205,800

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式（注）１

41,526,900

　　　　　（注）１

415,269
－

単元未満株式
普通株式（注）２

186,591
－ －

発行済株式総数 43,919,291 － －

総株主の議決権 － 415,269 －

　（注）１「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が500株（議決権5個）含まれておりま

す。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式76株が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日特建設株式会社

東京都中央区東日

本橋３丁目10番６

号

2,205,800 － 2,205,800 5.02

計 － 2,205,800 － 2,205,800 5.02

　（注）株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が250株（議決権2個）あります。

       なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に200株、単元未満株式

　　　　に50株含まれております。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人保森会計事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 14,462 13,068

受取手形・完成工事未収入金等 16,974 ※３ 16,111

電子記録債権 2,196 2,213

商品及び製品 25 24

販売用不動産 0 0

未成工事支出金 2,223 3,672

材料貯蔵品 142 132

繰延税金資産 481 391

その他 670 806

貸倒引当金 △15 △17

流動資産合計 37,161 36,404

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 910 855

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 484 432

土地 2,787 2,787

リース資産（純額） 68 58

建設仮勘定 14 43

その他（純額） 2 2

有形固定資産合計 4,268 4,179

無形固定資産 289 409

投資その他の資産   

投資有価証券 838 874

繰延税金資産 1,157 1,145

その他 531 641

貸倒引当金 △21 △22

投資その他の資産合計 2,505 2,640

固定資産合計 7,063 7,229

資産合計 44,225 43,633
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 11,133 ※３ 10,572

未成工事受入金 3,277 4,741

リース債務 18 15

未払法人税等 1,035 399

完成工事補償引当金 25 25

工事損失引当金 39 42

賞与引当金 714 560

その他 2,041 1,877

流動負債合計 18,285 18,235

固定負債   

リース債務 49 42

退職給付に係る負債 4,022 4,028

その他 53 44

固定負債合計 4,126 4,114

負債合計 22,412 22,350

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,052 6,052

資本剰余金 2,022 2,022

利益剰余金 14,144 14,111

自己株式 △552 △1,053

株主資本合計 21,666 21,132

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 264 288

為替換算調整勘定 △9 △12

退職給付に係る調整累計額 △254 △266

その他の包括利益累計額合計 0 9

非支配株主持分 146 140

純資産合計 21,813 21,282

負債純資産合計 44,225 43,633
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高   

完成工事高 23,025 26,014

その他の事業売上高 101 50

売上高合計 23,126 26,064

売上原価   

完成工事原価 19,439 21,743

その他の事業売上原価 33 16

売上原価合計 19,472 21,760

売上総利益   

完成工事総利益 3,586 4,270

その他の事業総利益 67 33

売上総利益合計 3,654 4,304

販売費及び一般管理費 ※１ 3,102 ※１ 3,180

営業利益 551 1,123

営業外収益   

受取利息 2 3

受取配当金 11 13

特許関連収入 8 13

その他 4 6

営業外収益合計 26 37

営業外費用   

支払利息 5 13

支払保証料 10 10

為替差損 10 4

その他 7 2

営業外費用合計 34 31

経常利益 543 1,129

特別利益   

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失   

固定資産除却損 6 86

特別損失合計 6 86

税金等調整前四半期純利益 536 1,044

法人税、住民税及び事業税 201 261

法人税等調整額 58 96

法人税等合計 259 357

四半期純利益 277 687

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8 △3

親会社株主に帰属する四半期純利益 285 690

 

EDINET提出書類

日特建設株式会社(E00142)

四半期報告書

14/22



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 277 687

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2 23

為替換算調整勘定 △34 △4

退職給付に係る調整額 16 △11

その他の包括利益合計 △15 6

四半期包括利益 261 693

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 282 699

非支配株主に係る四半期包括利益 △20 △5
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 536 1,044

減価償却費 137 128

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 2

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 0 0

工事損失引当金の増減額（△は減少） △51 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △66 △154

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20 △10

受取利息及び受取配当金 △13 △17

支払利息 5 13

為替差損益（△は益） 9 5

有形固定資産売却損益（△は益） － △0

固定資産除却損 6 86

売上債権の増減額（△は増加） 3,935 830

未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,543 △1,449

その他の資産の増減額（△は増加） △14 △232

仕入債務の増減額（△は減少） △1,731 △509

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,344 1,463

その他の負債の増減額（△は減少） △743 △187

小計 1,828 1,015

利息及び配当金の受取額 11 16

利息の支払額 △5 △13

法人税等の支払額 △96 △937

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,738 80

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

有形固定資産の取得による支出 △116 △59

有形固定資産の売却による収入 23 0

有形固定資産の除却による支出 － △0

無形固定資産の取得による支出 △9 △168

資産除去債務の履行による支出 － △4

長期貸付けによる支出 △109 －

貸付金の回収による収入 0 3

差入保証金の差入による支出 △7 △12

差入保証金の回収による収入 23 3

その他 0 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △196 △237

財務活動によるキャッシュ・フロー   

非支配株主からの払込みによる収入 130 －

リース債務の返済による支出 △12 △9

自己株式の取得による支出 △0 △500

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △423 △721

財務活動によるキャッシュ・フロー △305 △1,232

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,204 △1,394

現金及び現金同等物の期首残高 12,681 14,462

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 13,886 ※１ 13,068
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

(1）当社の販売物件購入に対する借入金について保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

 5件　　　  8百万円 5件　　　  7百万円

 

(2）住宅資金融資規定により、従業員が銀行から借入れた住宅資金に対し、その債務の保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

 15百万円 10百万円

 

 

 

２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結しております。

貸出コミットメント契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

貸出コミットメントの総額 2,200百万円 2,200百万円

借入実行残高 － －

差引額 2,200 2,200

 

 

※３　当第２四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第２四半期連結会

計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（平成29年9月30日）

受取手形 －百万円 87百万円

支払手形 －百万円 317百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

従業員給料手当 1,281百万円 1,263百万円

賞与引当金繰入額 203 227

退職給付費用 138 133

減価償却費 53 50

貸倒引当金繰入額 △3 2

 

２　当社グループの売上高は、通常の受注形態として第３四半期以降に完成する工事の割合が大きく、業績に季

節的変動があります。

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金預金勘定 13,886百万円 13,068百万円

現金及び現金同等物 13,886 13,068

 

 

 

（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の総額 配当金の原資
１株当たり

の配当額
基準日 効力発生日

平成28年6月24日

定 時 株 主 総 会
普通株式 425百万円 利益剰余金 10.00円 平成28年3月31日 平成28年6月27日

 

　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の総額 配当金の原資
１株当たり

の配当額
基準日 効力発生日

平成29年６月23日

定 時 株 主 総 会
普通株式 723百万円 利益剰余金 17.00円 平成29年３月31日 平成29年６月26日

 

２．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年５月19日開催の取締役会決議に基づき、自己株式851,700株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が500百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が1,053百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっております。

当社グループは、建設事業のほかに、商品資材販売事業、及び保険代理業の事業活動を展開しておりますが、

それらは開示情報としての重要性に乏しく、建設事業の単一セグメントとなるため記載を省略しております。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6円71銭 16円39銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
285 690

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
285 690

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,567 42,129

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月８日

日特建設株式会社

取締役会　御中

 

監査法人　保森会計事務所

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 渡　部　逸　雄　　印

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 若　林　正　和　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日特建設株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日特建設株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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